
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かなまちづくりについて考えてみましょう 

 平針の里山に開発の話が持ち上がったのが 2008年。早いもので 4年が経とうとしています。当初、

都会の中でひっそりと残されてきた自然豊かなこの里山を何とか保全できないかと、模索を続けてきま

した。しかし、残念なことに開発工事は始まり、私たちの住むまちの姿は大きく変わりました。昨年 10

月に行った近隣住民アンケートでは、「緑が消えて殺伐としてしまった」「木がなくなって暑くなった」

「風が強くなって困っている」など、住環境の変化よる不満・不安の声が多く寄せられています。開発

工事は、決して他人事ではありません。  

平針の里山の緑を取り戻し緑地保全の輪を広げよう （平針運転免許試験場西側） 

ＮＯ．１５ 

 ２０１２年２月１日（水）      発行：平針の里山保全協議会（代表：宗宮 弘明） 

                    事務局：〒468-0020 天白区天白町平針黒石 2878－366 

TEL/FAX：052-848-1721 Email: hirabarisatoyama@hotmail.co.jp  

 

 

 

公園はなくなり、 

緑地はわずかになります！ 

・ 

わたしたちの暮らすまちです。 

緑豊かで、安心安全なまちづくりを目指しましょう！ 
 

 

12月 22日 宅地造成工事計画の変更が許可され、 

1月 27日 開発業者より「都市計画法の変更」が提出されました 

 

 

 

１宅地の建ぺい率・容積率があがる 

→まち並みに余裕がなくなります。 

 

現在の住宅地よりも 

高い擁壁ができ、 

その上に道路ができます。 

専門知識のない 

一般市民には、 

分かりづらい 

説明だなぁ。 

 


